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Ⅰ資 7-1 

第７章 植 物 
7.1 植物群落調査結果 

群落調査票の見方は表7-1に示すとおりである。 

なお、各群落の調査票と断面状況、および状況写真は、表7-4(1)～(16)に示すとおりであ。 

 

表 7-1 群落調査票の見方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考）被度が＋（少数で被度は非常に低い）、かつ群度が１の場合、群度の値は表示しない。 

 

被度、群落の説明については下記に示すとおりである。 

① 被度 

調査範囲内で出現した各植物種が、どの程度広がって生育しているかを示す尺度である。

一般に被度の計測は、植物が地面を覆う度合いと個体数とを組み合わせて判断されており、

表7-2に示すように、その判断基準は６段階により区分されている。 

表 7-2 被度（優占度）の判断基準 

被度の階級 

５ 被度が調査面積の 3/4 を占めている。個体数は任意。 

４ 被度が調査面積の 1/2～3/4 を占めている。個体数は任意。 

３ 被度が調査面積の 1/4～1/2 を占めている。個体数は任意。 

２ 被度が調査面積の 1/10～1/4 を占めているか、または個体数が多い。 

１ 個体数が多いが、被度は 1/20 以下、または被度が 1/10 以下で個体数が少ない。 

＋ 1/100 以下の僅かな被度を持ち個体数が少数。 

 

② 群度 

一般に調査範囲内で出現した各植物種が、どのような分散状態で生育しているかを示す尺

度で、被度とは関係なく、個体の分散状態のみが対象となる。群度の階級は表7-3に示すよ

うに、５段階に区分されている。 

表 7-3 群度の判断基準 

群度の階級 

５ 調査面積内にカーペット状に生育しているもの。 

４ 大きなまだら状、またはカーペットのあちこちに穴が開いている状態のもの。 

３ 小群のまだら状のもの。 

２ 小群状または束状のもの。 

１ 単独で生育しているもの。 

■各層の生育種

階層 種名
草本層1 ｵｵﾌﾞﾀｸｻ 5 ・5 2 ･2 3 ･3 5 ･5

ｲﾈ科の一種 3 ･3 3 ･3 2 ･2
ｾｲﾖｳｶﾗｼﾅ 2 ･2 1 ･2 1 ･2
ｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ属の一種 + ･2
ｺﾊｺﾍﾞ + ･2 +
ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ + + +
ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ + + ･2 +
ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ + + ･2 + ･2
ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ + +
ﾔｴﾑｸﾞﾗ 1 ･2 1 ･2

調査季節 秋
被度・群度

冬
被度・群度

早春
被度・群度

春
被度・群度

夏
被度・群度

被度 群度
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St.1　オオブタクサ群落

年
月
日

■コドラートの諸元

■各層の高さと植被率

高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

亜高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

低木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層1 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層2 高さ（ｍ）
植被率（％）

■各層の生育種

階層 種名
草本層1 ｵｵﾌﾞﾀｸｻ 5 ・5 2 ･2 3 ･3 5 ･5

ｲﾈ科の一種 3 ･3 3 ･3 2 ･2
ｾｲﾖｳｶﾗｼﾅ 2 ･2 1 ･2 1 ･2
ｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ属の一種 + ･2
ｺﾊｺﾍﾞ + ･2 +
ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ + + +
ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ + + ･2 +
ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ + + ･2 + ･2
ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ + +
ﾔｴﾑｸﾞﾗ 1 ･2 1 ･2
ｳｼﾊｺﾍﾞ +
ﾅｽﾞﾅ + +
ﾎﾄｹﾉｻﾞ + +
ﾖｼ 2 ･2 +
ﾖﾓｷﾞ 1 ･2 +
ﾅｶﾞﾊｸﾞｻ + ･2
ｼﾛｻﾞ + + ･2
ｲﾇﾅｽﾞﾅ +
ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ +
ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ + +
ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ +
ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ +
ｸｻﾖｼ + ･2
ｵｷﾞ +

草本層2 ｸｻﾖｼ 1 ・2
ﾂﾙﾖｼ + ・2
ｵｷﾞ + ・2
ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ +
ｶﾅﾑｸﾞﾗ +
ﾖﾓｷﾞ +
ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ +

調査季節 秋

出現種数

傾斜
面積

調査季節

－
－

8

1.00

27

10

－
－
－

－

秋

被度・群度

調査日

調査季節

3.50
100

2012

秋

9

地形
方位

2013 2013

冬

1
30

－
－
－

冬

－
－

夏

－
－

夏

2013
7
22

－
－
－
－

8

冬
被度・群度

早春

4
22

0.10
50
－
－

早春

－
－
－
－
－
－

0.50

早春
被度・群度

春

2013
5
15

60
－
－
10

春

－
－
－
－
－
－

0.70

春
被度・群度

平地
－
0°

5×5㎡

80
－
－
20

－
3.30
100
－
－
7

夏
被度・群度

表 7-4(1) St.１オオブタクサ群落 
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St.2　オギ群落

年
月
日

■コドラートの諸元

■各層の高さと植被率

高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

亜高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

低木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層1 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層2 高さ（ｍ）
植被率（％）

■各層の生育種

階層 種名
草本層1 ｵｷﾞ 4 ・4 3 ･3 3 ･3 5 ･5

ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ 1 ・2 1 ･2
ｱﾚﾁｳﾘ 1 ・2
ﾂﾙﾖｼ + ・2
ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ +
ﾖﾓｷﾞ + + 1 ･2 1 ･2 +
ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ +
ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ + + +
ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ +
ｶｷﾄﾞｵｼ + ･2 1 ･2 1 ･2 + ･2
ﾏﾒ科の一種 +
ｲﾈ科の一種 + +
ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ + +
ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ + ･2 + ･2
ﾎｿﾊﾞｲﾗｸｻ + +
ｳｼﾊｺﾍﾞ + + +
ﾊﾙｻﾞｷﾔﾏｶﾞﾗｼ + +
ｸｻﾖｼ + ･2 1 ･2
ｶﾅﾑｸﾞﾗ + +
ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ +
ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ + +
ｶﾞｶﾞｲﾓ +
ﾍｸｿｶｽﾞﾗ +
ﾖｼ +

－
12

夏

被度・群度

－
2.20
100
－

春

被度・群度

平地
－
0°

5×5㎡

70
－
－
13

－
－
－

0.60

春

－
－
－

早春

被度・群度

春

2013
5
15

60
－
－
8

－
－
－

0.30

早春

－
－
－

5

冬

被度・群度

早春

4
22

0.05
5
－
－

－
－
－
－

夏

2013
7
2230

－
－
－

冬

－
－

夏

－
－

2013 2013

冬

1

被度・群度

調査日

調査季節

2.30
100

2012

秋

9

地形
方位

27

－

－
－
－

－

秋

調査季節 秋

出現種数

傾斜
面積

調査季節

－
－

9

－

表 7-4(2) St.２オギ群落 
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階層 種名

草本層1 ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ + ･2

ﾅｽﾞﾅ + +

ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ +

ﾊﾙｼﾞｵﾝ +

ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ +

ﾂﾒｸｻ +

ﾋﾅﾀｲﾉｺｽﾞﾁ +

ｽｷﾞﾅ +

ｴﾉｷ +

ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ +

調査季節 秋 冬 早春 春 夏

被度・群度被度・群度被度・群度被度・群度被度・群度

St.3　ケヤキ林（社寺林）

年

月

日

■コドラートの諸元

■各層の高さと植被率

高木層 高さ（ｍ）

植被率（％）

亜高木層 高さ（ｍ）

植被率（％）

低木層 高さ（ｍ）

植被率（％）

草本層1 高さ（ｍ）

植被率（％）

草本層2 高さ（ｍ）

植被率（％）

■各層の生育種

階層 種名

高木層 ｹﾔｷ 4 ・4 4 ・4 4 ・4 4 ・4 4 ・4

草本層1 ｲﾇﾋﾞｴ 1 ・2 + ･2

ｺﾆｼｷｿｳ + ・2 + ･2

ｵﾋｼﾊﾞ + ・2

ｲﾈ科の一種 + ・2 +

ｹﾔｷ + +

ﾐﾁﾔﾅｷﾞ + +

ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ + +

ｽﾍﾞﾘﾋﾕ + + ･2

ｺﾊｺﾍﾞ + 1 ・2 1 ・2 + ・2 +

ｺﾞｳｼｭｳｱﾘﾀｿｳ + +

ﾋｶｹﾞｲﾉｺｽﾞﾁ +

ｲﾇｶﾞﾗｼ + + +

ｶﾀﾊﾞﾐ +

ｴﾉｷｸﾞｻ + +

ｶﾞｶﾞｲﾓ +

ﾍｸｿｶｽﾞﾗ + + +

ｲﾇﾎｵｽﾞｷ +

ｵｵﾊﾞｺ + + +

ﾄｷﾝｿｳ +

ﾊｷﾀﾞﾒｷﾞｸ + +

ﾒﾋｼﾊﾞ +

ｴﾉｺﾛｸﾞｻ + 2 ･2

ｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ属の一種 1 ・2

ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ + + ･2

ﾂﾙｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ 1 ・2 + +

調査季節 秋

出現種数

傾斜

面積

調査季節

80

－

22

－

27

－

－

－

－

20.00

秋

被度・群度

調査日

調査季節

0.30

10

2012

秋

9

地形

方位

2013 2013

冬

1

30

－

－

－

冬

20.00

70

夏

20.00

70

夏

2013

7

22

－

－

－

－

5

冬

被度・群度

早春

4

22

0.05

10

－

－

早春

20.00

70

－

－

－

－

0.10

早春

被度・群度

春

2013

5

15

20

－

－

11

春

20.00

70

－

－

－

－

0.10

春

被度・群度

平地

－

0°

10×20㎡

5

－

－

7

－

0.30

20

－

－

18

夏

被度・群度

表 7-4(3) St.３ケヤキ林（社寺林） 
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St.4　クサヨシ群落

年
月
日

■コドラートの諸元

■各層の高さと植被率

高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

亜高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

低木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層1 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層2 高さ（ｍ）
植被率（％）

■各層の生育種

階層 種名
低木層 ｶﾜﾔﾅｷﾞ 2 ・2 1 ・2 1 ・2 1 ・2 1 ・2
草本層1 ｸｻﾖｼ 4 ・4 1 ・2 4 ・4 4 ・4 4 ・4

ｵｷﾞ 3 ・3 3 ･3
ﾂﾙﾖｼ 2 ・2
ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ + ・2
ﾋﾛﾊﾎｳｷｷﾞｸ + ・2
ｶﾜﾔﾅｷﾞ +
ﾀﾁﾔﾅｷﾞ +
ｳｼﾊｺﾍﾞ +
ｵｵﾌﾞﾀｸｻ +
ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ +
ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ +
ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ + ・2 + + +
ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ + +
ﾊﾙｻﾞｷﾔﾏｶﾞﾗｼ + + + +
ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ + + + +
ﾊﾙｼﾞｵﾝ +
ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ + ・2 + ・2
ﾖﾓｷﾞ + ・2 + ・2
ｼﾛﾂﾒｸｻ + +
ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ +
ﾔｴﾑｸﾞﾗ +
ｷｭｳﾘｸﾞｻ +
ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ +
ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ +
ｱｶﾒﾔﾅｷﾞ +
ｺﾇｶｸﾞｻ +

－
8

夏
被度・群度

10
1.60
100
－

春
被度・群度

平地
－
0°

5×5㎡

80
－
－
13

－
2.50
10

0.70

春

－
－
－

早春
被度・群度

春

2013
5
15

70
－
－
9

－
2.50
10

0.50

早春

－
－
－

7

冬
被度・群度

早春

4
22

1.30
10
－
－

－
－

2.30
10

夏

2013
7
2230

－
－

2.70

冬

－
－

夏

－
－

2013 2013

冬

1

被度・群度

調査日

調査季節

1.30
100

2012

秋

9

地形
方位

27

－

－
2.30
20

－

秋

調査季節 秋

出現種数

傾斜
面積

調査季節

－
－

12

－

表 7-4(4) St.４クサヨシ群落 
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St.5　アレチウリ群落

年
月
日

■コドラートの諸元

■各層の高さと植被率

高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

亜高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

低木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層1 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層2 高さ（ｍ）
植被率（％）

■各層の生育種

階層 種名
草本層1 ｱﾚﾁｳﾘ 5 ・5 3 ･3

ｲﾈ科の一種 1 ・2 4 ・4 4 ・4 4 ・4
ｾﾘ科の一種 2 ・2 2 ・2
ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ + ・2 + ・2 +
ﾏﾒ科の一種 1 ・2
ｾｲﾖｳｱﾌﾞﾗﾅ +
ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ + +
ｵﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ 2 ・2
ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ 1 ・2
ﾅｶﾞﾊﾞｷﾞｼｷﾞｼ + +
ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ 1 ･2
ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ + ･2

調査季節 秋

出現種数

傾斜
面積

調査季節

－
－

2

－

26

－

－
－
－

－

秋

被度・群度

調査日

調査季節

0.36
100

2012

秋

9

地形
方位

2013 2013

冬

1
30

－
－
－

冬

－
－

夏

－
－

夏

2013
7
23

－
－
－
－

3

冬
被度・群度

早春

4
22

0.10
80
－
－

早春

－
－
－
－
－
－

0.30

早春
被度・群度

春

2013
5
15

100
－
－
6

春

－
－
－
－
－
－

0.70

春
被度・群度

斜面下
S10°E
1°

5×5㎡

100
－
－
6

－
0.40
50
－
－
4

夏
被度・群度

表 7-4(5) St.５アレチウリ群落 
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St.6　アレチウリ群落

年

月

日

■コドラートの諸元

■各層の高さと植被率

高木層 高さ（ｍ）

植被率（％）

亜高木層 高さ（ｍ）

植被率（％）

低木層 高さ（ｍ）

植被率（％）

草本層1 高さ（ｍ）

植被率（％）

草本層2 高さ（ｍ）

植被率（％）

■各層の生育種

階層 種名

草本層1 ｱﾚﾁｳﾘ 5 ・5 + 4 ･4

ｲﾈ科の一種 + ・2 2 ・2 4 ・4

ｺﾊｺﾍﾞ + ・2 + ・2 +

ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ + ・2 2 ・2 1 ・2

ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ +

ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ + + +

ﾀﾃﾞ科の一種 +

ﾅｽﾞﾅ +

ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ + +

ﾔｴﾑｸﾞﾗ + 1 ・2

ｲﾇﾑｷﾞ 5 ・5 2 ･2

ﾖｼ +

調査季節 秋

出現種数

傾斜

面積

調査季節

－

－

2

－

28

－

－

－

－

－

秋

被度・群度

調査日

調査季節

0.30

100

2012

秋

9

地形

方位

2013 2013

冬

1

29

－

－

－

冬

－

－

夏

－

－

夏

2013

7

23

－

－

－

－

5

冬

被度・群度

早春

4

23

0.10

30

－

－

早春

－

－

－

被度・群度

春

2013

5

15

100

－

－

8

－

春

－

－

－

被度・群度

平地

－

0°

5×5㎡

100

－

－

7

－

被度・群度

－

0.60

100

－

－

3

夏早春

－

春

－

－

0.60

－

0.30

表 7-4(6) St.６アレチウリ群落 
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階層 種名
草本層1 ﾔｴﾑｸﾞﾗ 1 ・2 2 ・2 1 ・2

ｺﾊｺﾍﾞ + ・2 + ・2 + ・2
ｾﾘ科の一種 + ・2 1 ・2
ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ + ・2 + ・2 + ・2
ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ + +
ｵﾄﾞﾘｺｿｳ + ・2 + ・2
ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ +
ﾊﾙｻﾞｷﾔﾏｶﾞﾗｼ +
ﾅｽﾞﾅ + +
ﾑﾗｻｷﾂﾒｸｻ + + +
ｾﾘ + + +
ﾋﾚﾊﾘｿｳ + +
ｶｷﾄﾞｵｼ + + ・2
ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ + +
ﾉﾎﾞﾛｷﾞｸ +
ﾂﾙｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ +
ﾐｿﾞｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ 2 ・2
ｵﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ 1 ・2
ｶﾝﾄｳﾖﾒﾅ + ・2 +
ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ + ・2 1 ･2
ﾉﾐﾉﾌｽﾏ +
ﾋﾅﾀｲﾉｺｽﾞﾁ + +
ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ +
ｱﾒﾘｶﾌｳﾛ +
ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ +
ｺｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ +
ﾅｶﾞﾊﾞｷﾞｼｷﾞｼ +
ｷﾞｼｷﾞｼ +
ｼﾛｻﾞ +
ﾉﾌﾞﾄﾞｳ +
ｷｶﾗｽｳﾘ +
ｸﾙﾏﾊﾞﾅ +
ｵｵｵﾅﾓﾐ +

調査季節 秋 冬 早春 春 夏

被度・群度被度・群度被度・群度被度・群度被度・群度

St.7　ヤナギ高木林

年
月
日

■コドラートの諸元

■各層の高さと植被率

高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

亜高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

低木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層1 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層2 高さ（ｍ）
植被率（％）

■各層の生育種

階層 種名
高木層 ﾀﾁﾔﾅｷﾞ 4 ・1 4 ・1 4 ・1 4 ・1 4 ･1

ｵﾆｸﾞﾙﾐ 2 ・2 1 ・2 1 ・2 1 ・2 1 ･2
ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ 1 ・1 1 ・1 1 ・1 1 ・1 1 ･1
ｸｽﾞ + 2 ･2

低木層 ﾏｸﾞﾜ 1 ・1 + + 1 ・1 +
ｱﾚﾁｳﾘ 1 ・1

草本層1 ｱﾚﾁｳﾘ 3 ・3 + +
ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ 2 ・2 1 ･2
ｸｻﾖｼ 2 ・2 1 ・2 3 ･3
ｶﾅﾑｸﾞﾗ + ・2 + + + ･2
ｶﾔ +
ｴﾉｷ + +
ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ +
ﾐｿﾞｿﾊﾞ + + + ･2
ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ + + + + +
ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ + +
ｳｼﾊｺﾍﾞ + + ・2 1 ・2 1 ・2 1 ･2
ﾋｶｹﾞｲﾉｺｽﾞﾁ + +
ﾄﾞｸﾀﾞﾐ +
ｸｻﾉｵｳ + + + + +
ﾉｲﾊﾞﾗ + + + ・2 + ･2
ｸｽﾞ + +
ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ +
ｵｵﾌﾞﾀｸｻ + + + +
ﾖﾓｷﾞ + + ・2 + ・2 1 ･2
ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ +
ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ + +
ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ + + + +
ﾂﾕｸｻ +
ｱｼﾎﾞｿ +
ｲﾈ科の一種 + 2 ・2 3 ・3 3 ・3

－
33

夏
被度・群度

10
0.80
70
－

春
被度・群度

斜面・中
S14°E
20°

10×20㎡

80
－
－
36

－
2.00
10

0.70

春

15.00
70
－

早春
被度・群度

春

2013
5
15

70
－
－
28

－
2.00

1
0.20

早春

15.00
70
－

14

冬
被度・群度

早春

4
22

0.10
30
－
－

－
－

2.00
1

夏

2013
7
2330

－
－

2.20

冬

15.00
70

夏

15.00
75

2013 2013

冬

1

被度・群度

調査日

調査季節

0.30
90

2012

秋

9

地形
方位

27

－

－
2.00
10

15.00

秋

調査季節 秋

出現種数

傾斜
面積

調査季節

80
－

28

－

タ
チ
ヤ
ナ
ギ 

ア
レ
チ
ウ
リ

ク
サ
ヨ
シ 

表 7-4(7) St.７ヤナギ高木林 
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St.8　オギ群落

年
月
日

■コドラートの諸元

■各層の高さと植被率

高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

亜高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

低木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層1 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層2 高さ（ｍ）
植被率（％）

■各層の生育種

階層 種名
草本層1 ｵｷﾞ 5 ・5 3 ・3 4 ･4

ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ 1 ・2 + +
ﾖﾓｷﾞ + ・2 + 1 ・2 1 ・2 1 ･2
ｶﾅﾑｸﾞﾗ + + +
ｶﾞｶﾞｲﾓ + +
ｵｵﾌﾞﾀｸｻ + + + +
ｲﾈ科の一種 + 2 ・2
ﾔｴﾑｸﾞﾗ + + +
ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ + + +
ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ + + +
ﾊﾙｻﾞｷﾔﾏｶﾞﾗｼ + + ・2
ﾑﾗｻｷﾂﾒｸｻ + + +
ﾄﾎﾞｼｶﾞﾗ + ・2

－
7

夏

被度・群度

－
2.00
100
－

春

被度・群度

平地
－
0°

3×5㎡

70
－
－
11

－
－
－

0.50

春

－
－
－

早春

被度・群度

春

2013
5
15

30
－
－
7

－
－
－

0.30

早春

－
－
－

6

冬

被度・群度

早春

4
23

0.10
5
－
－

－
－
－
－

夏

2013
7
2330

－
－
－

冬

－
－

夏

－
－

2013 2013

冬

1

被度・群度

調査日

調査季節

1.90
100

2012

秋

9

地形
方位

28

－

－
－
－

－

秋

調査季節 秋

出現種数

傾斜
面積

調査季節

－
－

6

－

表 7-4(8) St.８オギ群落 
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St.9　セイタカアワダチソウ群落

年
月
日

■コドラートの諸元

■各層の高さと植被率

高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

亜高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

低木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層1 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層2 高さ（ｍ）
植被率（％）

■各層の生育種

階層 種名
草本層1 ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ 5 ・5 + ･2 3 ･3 4 ･4 4 ･4

ｶﾅﾑｸﾞﾗ + ・2 +
ﾎｿﾊﾞｲﾗｸｻ + ・2 + 2 ･2 1 ･2
ﾋﾅﾀｲﾉｺｽﾞﾁ +
ﾂﾙﾏﾒ +
ﾉﾌﾞﾄﾞｳ + +
ｶﾞｶﾞｲﾓ + +
ｵｵﾌﾞﾀｸｻ + + 1 ･2
ﾖﾓｷﾞ + 1 ･2 + +
ﾊﾙｼﾞｵﾝ + 1 ･2
ｺﾊｺﾍﾞ + ･2 + +
ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ + ･2 1 ･2 + ･2
ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ + + +
ﾔｴﾑｸﾞﾗ + 3 ･3 3 ･3
ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ + ･2 + ･2

調査季節 秋

出現種数

傾斜
面積

調査季節

－
－

10

－

28

－

－
－
－

－

秋

被度・群度

調査日

調査季節

2.30
100

2012

秋

9

地形
方位

2013 2013

冬

1
29

－
－
－

冬

－
－

夏

－
－

夏

2013
7
24

－
－
－
－

6

冬

被度・群度

早春

4
23

0.05
10
－
－

早春

－
－
－
－
－
－

0.20

早春

被度・群度

春

2013
5
16

90
－
－
8

春

－
－
－
－
－
－

0.30

春

被度・群度

平地
－
0°

5×5㎡

100
－
－
9

－
1.00
100
－
－
7

夏

被度・群度

表 7-4(9) St.９セイタカアワダチソウ群落 
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表 7-4(10) St.10 ヤナギ低木林 
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カ
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ワ
ハ
ギ 

ク
サ
ヨ
シ 

ク
サ
ヨ
シ 

3.00ｍ 
(夏) 

St.10　ヤナギ低木林

年
月
日

■コドラートの諸元

■各層の高さと植被率

高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

亜高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

低木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層1 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層2 高さ（ｍ）
植被率（％）

■各層の生育種

階層 種名
低木層 ｶﾜﾔﾅｷﾞ 4 ・4 3 ・3 3 ・3 3 ・3 3 ・3

ｱﾚﾁｳﾘ + + ･2
草本層1 ｸｻﾖｼ 2 ・2 2 ・2 2 ・2 1 ･2

ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ 1 ・2
ｵｵﾌﾞﾀｸｻ 1 ・2 + + +
ﾖﾓｷﾞ + ・2 1 ・2 1 ・2 1 ･2
ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ + ・2
ｵｷﾞ + ・2 + ･2
ｼﾛｻﾞ +
ﾊﾙｻﾞｷﾔﾏｶﾞﾗｼ + + ・2 1 ・2 1 ・2 +
ﾏﾒｸﾞﾝﾊﾞｲﾅｽﾞﾅ +
ｲﾀﾁﾊｷﾞ +
ｼﾛﾊﾞﾅｼﾅｶﾞﾜﾊｷﾞ + + ・2 1 ・2 4 ･2
ﾑﾗｻｷﾂﾒｸｻ + + + + +
ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ +
ﾍﾗｵｵﾊﾞｺ +
ﾏﾙﾊﾞﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ + + +
ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ + + ・2 + + 1 ･2
ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ + +
ﾒﾋｼﾊﾞ +
ｹｲﾇﾋﾞｴ +
ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ +
ｲﾈ科の一種 1 ・2 + +
ﾔｴﾑｸﾞﾗ + + + ・2
ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ + +
ｺﾊｺﾍﾞ +
ﾅｽﾞﾅ +
ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ + + ・2
ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ + +
ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ + +
ﾂﾙｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ + +
ﾉﾐﾉﾂﾂﾞﾘ +
ｺﾓﾁﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ +
ｵﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ +
ｴﾉｷ +
ｱﾚﾁｳﾘ + ･2
ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ +
ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ +

調査季節 秋

出現種数

傾斜
面積

調査季節

－
－

22

－

28

－

－
2.60
70

－

秋

被度・群度

調査日

調査季節

1.40
40

2012

秋

9

地形
方位

2013 2013

冬

1
29

－
－

3.00

冬

－
－

夏

－
－

夏

2013
7
23

－
－

2.60
40

6

冬
被度・群度

早春

4
23

0.10
10
－
－

早春

－
－
－
－

3.00
60

0.60

早春
被度・群度

春

2013
5
15

50
－
－
18

春

－
－
－
－

3.00
70

1.00

春
被度・群度

平地
－
0°

5×5㎡

70
－
－
19

70
3.50
70
－
－
14

夏
被度・群度

1.50 
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St.11　フシゲチガヤ群落

年
月
日

■コドラートの諸元

■各層の高さと植被率

高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

亜高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

低木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層1 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層2 高さ（ｍ）
植被率（％）

■各層の生育種

階層 種名
草本層1 ﾌｼｹﾞﾁｶﾞﾔ 3 ・3 3 ･3

ﾜﾚﾓｺｳ 2 ・2 + ・2 2 ・2 2 ・2
ｶｷﾄﾞｵｼ 2 ・2 1 ・2 2 ・2 2 ・2
ｽｲﾊﾞ 1 ・2 + +
ｷｶﾗｽｳﾘ + ・2 +
ﾍｸｿｶｽﾞﾗ + ・2
ﾅｶﾞｲﾓ + ・2 +
ｲﾈ科の一種 + ・2 3 ・3 2 ・2
ｽｷﾞﾅ + + + ・2 + ・2
ｸﾙﾏﾊﾞｻﾞｸﾛｿｳ + +
ﾑﾗｻｷﾂﾒｸｻ + + + ・2 + ・2
ｶﾀﾊﾞﾐ +
ｴﾉｷｸﾞｻ +
ｶﾞｶﾞｲﾓ + +
ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ + + + +
ｷﾝｴﾉｺﾛ +
ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ + ・2 + ・2 + ・2
ｺﾊｺﾍﾞ + 1 ・2
ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ +
ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ + +
ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ +
ﾖﾓｷﾞ +
ｶﾜﾗﾏﾂﾊﾞ + + ・2
ﾉﾋﾞﾙ +
ﾉﾌﾞﾄﾞｳ 1 ･2
ｸﾙﾏﾊﾞﾅ +
ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ +

調査季節 秋

出現種数

傾斜
面積

調査季節

－
－

16

－

28

－

－
－
－

－

秋

被度・群度

調査日

調査季節

0.60
100

2012

秋

9

地形
方位

2013 2013

冬

1
29

－
－
－

冬

－
－

夏

－
－

夏

2013
7
23

－
－
－
－

－

冬
被度・群度

早春

4
23

－
－
－
－

早春

－
－
－
－
－
－

0.30

早春
被度・群度

春

2013
5
16

60
－
－
14

春

－
－
－
－
－
－

0.40

春
被度・群度

斜面・中
N16°W
30°

3×3㎡

80
－
－
12

－
0.70
100
－
－
14

夏
被度・群度

表 7-4(11) St.11 フシゲチガヤ群落 
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Ⅰ資 7-13 

St.12　畑地雑草群落

年
月
日

■コドラートの諸元

■各層の高さと植被率

高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

亜高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

低木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層1 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層2 高さ（ｍ）
植被率（％）

■各層の生育種

階層 種名
草本層1 ﾒﾋｼﾊﾞ 4 ・4 5 ･5

ｺﾞｳｼｭｳｱﾘﾀｿｳ 1 ・2 +
ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ 1 ・2
ｺﾆｼｷｿｳ + ・2 +
ｵﾋｼﾊﾞ + ・2
ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ + ・2
ｽｷﾞﾅ + + ･2
ｶﾀﾊﾞﾐ +
ｶﾞｶﾞｲﾓ + +
ﾆﾜﾎｺﾘ + + ･2
ﾑﾗｻｷｴﾉｺﾛ +
ﾎﾄｹﾉｻﾞ 1 ・2
ｺﾊｺﾍﾞ 1 ・2 +
ｲﾈ科の一種 1 ・2 2 ・2 3 ・3
ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ + 1 ・2 +
ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ + 2 ・2 2 ・2
ﾅｽﾞﾅ + + +
ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ 3 ・3 2 ・2
ﾂﾙｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ + ・2 +
ﾉﾐﾉﾂﾂﾞﾘ + 1 ・2
ｲﾇﾅｽﾞﾅ + +
ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ + +
ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ +
ﾍﾗｵｵﾊﾞｺ +
ｽﾍﾞﾘﾋﾕ +
ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ +
ｴﾉｺﾛｸﾞｻ +

調査季節 秋

出現種数

傾斜
面積

調査季節

－
－

11

－

27

－

－
－
－

－

秋

被度・群度

調査日

調査季節

0.30
100

2012

秋

9

地形
方位

2013 2013

冬

1
30

－
－
－

冬

－
－

夏

－
－

夏

2013
7
23

－
－
－
－

6

冬
被度・群度

早春

4
23

0.03
30
－
－

早春

－
－
－
－
－
－

0.15

早春
被度・群度

春

2013
5
16

100
－
－
9

春

－
－
－
－
－
－

0.30

春
被度・群度

－
－
0°

1×1㎡

90
－
－
12

－
0.30
100
－
－
9

夏
被度・群度

表 7-4(12) St.12 畑地雑草群落 
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Ⅰ資 7-14 

St.13　オギ群落

年
月
日

■コドラートの諸元

■各層の高さと植被率

高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

亜高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

低木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層1 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層2 高さ（ｍ）
植被率（％）

■各層の生育種

階層 種名
草本層1 ｵｷﾞ 5 ・5 3 ・3 5 ･5

ｱﾚﾁｳﾘ 1 ・2 +
ﾂﾙﾖｼ + ・2
ﾎｿﾊﾞｲﾗｸｻ + + + +
ﾋｶｹﾞｲﾉｺｽﾞﾁ +
ﾉﾌﾞﾄﾞｳ +
ｶﾞｶﾞｲﾓ + +
ﾒﾊｼﾞｷ +
ｵｵﾌﾞﾀｸｻ + + +
ﾖﾓｷﾞ + + ・2 1 ・2 +
ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ + 2 ・2 2 ・2 +
ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ 1 ・2 1 ・2 1 ・2
ﾔｴﾑｸﾞﾗ + ・2 + 1 ・2
ｲﾈ科の一種 + ・2 1 ・2 1 ・2 +
ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ + +
ﾖｼ + ・2 + ･2
ｽｷﾞﾅ +
ｶﾅﾑｸﾞﾗ + +
ｳｼﾊｺﾍﾞ +
ｵﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ +
ﾋﾙｶﾞｵ +

－
9

夏

被度・群度

－
2.00
100
－

春

被度・群度

－
－
0°

5×5㎡

90
－
－
15

－
－
－

0.40

春

－
－
－

早春

被度・群度

春

2013
5
16

30
－
－
8

－
－
－

0.15

早春

－
－
－

3

冬

被度・群度

早春

4
23

0.05
10
－
－

－
－
－
－

夏

2013
7
2229

－
－
－

冬

－
－

夏

－
－

2013 2013

冬

1

被度・群度

調査日

調査季節

2.30
100

2012

秋

9

地形
方位

28

－

－
－
－

－

秋

調査季節 秋

出現種数

傾斜
面積

調査季節

－
－

11

－

表 7-4(13) St.13 オギ群落 
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St.14　ヤブガラシ群落

年

月

日

■コドラートの諸元

■各層の高さと植被率

高木層 高さ（ｍ）

植被率（％）

亜高木層 高さ（ｍ）

植被率（％）

低木層 高さ（ｍ）

植被率（％）

草本層1 高さ（ｍ）

植被率（％）

草本層2 高さ（ｍ）

植被率（％）

■各層の生育種

階層 種名

草本層1 ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ 4 ・4 2 ･2

ｸｻﾖｼ 3 ・3 4 ・4 4 ・4 2 ･2

ﾎｿﾊﾞｲﾗｸｻ 1 ・2 2 ・2 2 ・2 1 ･2

ﾂﾕｸｻ + ・2

ﾒﾋｼﾊﾞ + ・2

ｱｼﾎﾞｿ + ・2

ﾂﾙﾖｼ + ・2

ｶﾅﾑｸﾞﾗ + + ・2 1 ・2 3 ･3

ｶﾞｶﾞｲﾓ + +

ﾖﾓｷﾞ + + ・2 + ・2 + ・2

ｵｷﾞ + +

ｲﾈ科の一種 1 ・2

ﾔｴﾑｸﾞﾗ + ・2 + ・2

ｵｵﾌﾞﾀｸｻ + ・2 + ・2

ﾖｼ + ・2

ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ +

－

10

夏

被度・群度

－

1.00

100

－

春

被度・群度

－

－

0°

5×5㎡

90

－

－

6

－

－

－

0.40

春

－

－

－

早春

被度・群度

春

2013

5

16

90

－

－

5

－

－

－

0.20

早春

－

－

－

1

冬

被度・群度

早春

4

22

0.05

10

－

－

－

－

－

－

夏

2013

7

2430

－

－

－

冬

－

－

夏

－

－

2013 2013

冬

1

被度・群度

調査日

調査季節

0.60

100

2012

秋

9

地形

方位

28

－

－

－

－

－

秋

調査季節 秋

出現種数

傾斜

面積

調査季節

－

－

11

－

表 7-4(14) St.14 ヤブガラシ群落 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ヤ
ブ
ガ
ラ
シ 

ク
サ
ヨ
シ 

ヤ
ブ
ガ
ラ
シ 

ヤ
ブ
ガ
ラ
シ 

ク
サ
ヨ
シ 

ク
サ
ヨ
シ 

1.00ｍ 
(夏) 



Ⅰ資 7-16 

St.15　オオブタクサ群落

年
月
日

■コドラートの諸元

■各層の高さと植被率

高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

亜高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

低木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層1 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層2 高さ（ｍ）
植被率（％）

■各層の生育種

階層 種名
草本層1 ｵｵﾌﾞﾀｸｻ 4 ・4 1 ･2 1 ･2 3 ･3

ﾎｿﾊﾞｲﾗｸｻ 2 ・2 4 ･4 4 ･4 3 ･3
ｶﾅﾑｸﾞﾗ 1 ・2 + ･2
ｱﾚﾁｳﾘ 1 ・2 +
ｳｼﾊｺﾍﾞ + ・2 + + 1 ･2 +
ｲﾈ科の一種 + ・2 + ･2 + ･2 + ･2
ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ +
ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ 1 ･2 2 ･2 2 ･2
ｺﾊｺﾍﾞ + ･2
ﾔｴﾑｸﾞﾗ + ･2 + ･2
ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ + +
ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ +
ﾋﾚｱｻﾞﾐ +
ｸｻﾖｼ +

調査季節 秋

出現種数

傾斜
面積

調査季節

－
－

7

－

28

－

－
－
－

－

秋

被度・群度

調査日

調査季節

3.50
100

2012

秋

9

地形
方位

2013 2013

冬

1
29

－
－
－

冬

－
－

夏

－
－

夏

2013
7
22

－
－
－
－

4

冬
被度・群度

早春

4
23

0.10
5
－
－

早春

－
－
－
－
－
－

0.20

早春
被度・群度

春

2013
5
16

80
－
－
8

春

－
－
－
－
－
－

0.60

春
被度・群度

平地
－
0°

4×5㎡

100
－
－
9

－
3.50
100
－
－
5

夏
被度・群度

表 7-4(15) St.15 オオブタクサ群落 
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階層 種名
草本層1 ﾍﾗｵｵﾊﾞｺ +

ｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ属の一種 +
ﾊﾙｻﾞｷﾔﾏｶﾞﾗｼ 1 ･2 1 ･2 +
ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ 1 ･2 +
ﾉﾐﾉﾌｽﾏ + + +
ｳｼﾊｺﾍﾞ + + +
ｾｲﾖｳｱﾌﾞﾗﾅ +
ﾅｽﾞﾅ + +
ｲﾇﾅｽﾞﾅ + +
ﾖﾓｷﾞ + + +
ﾂﾙｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ + +
ｺﾇｶｸﾞｻ + ･2
ﾅｶﾞﾊﾞｷﾞｼｷﾞｼ +
ﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ +
ｼﾛﾊﾞﾅｼﾅｶﾞﾜﾊｷﾞ + 2 ･2
ｼﾛﾂﾒｸｻ +
ｱﾒﾘｶﾌｳﾛ +
ｱﾚﾁｳﾘ +
ｷｭｳﾘｸﾞｻ +
ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ +
ｶﾜﾗﾖﾓｷﾞ +
ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ +
ﾖｼ +
ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ 1 ･2
ｸｻﾖｼ 1 ･2
ｵｵｵﾅﾓﾐ + ･2
ｱｶﾒﾔﾅｷﾞ +
ｶﾅﾑｸﾞﾗ +
ｹｱﾘﾀｿｳ +
ﾏﾒｸﾞﾝﾊﾞｲﾅｽﾞﾅ +
ﾑﾗｻｷﾂﾒｸｻ +
ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ +
ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ +
ｻﾝｶｸｲ +

調査季節 秋 冬 早春 春 夏
被度・群度被度・群度被度・群度被度・群度被度・群度

St.16　ヤナギタデ群落

年
月
日

■コドラートの諸元

■各層の高さと植被率

高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

亜高木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

低木層 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層1 高さ（ｍ）
植被率（％）

草本層2 高さ（ｍ）
植被率（％）

■各層の生育種

階層 種名
草本層1 ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ 4 ・4 1 ･2 3 ･3 2 ･2

ｶﾜﾔﾅｷﾞ 2 ・2 + 3 ･3 3 ･3 2 ･2
ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ 2 ・2
ｹｲﾇﾋﾞｴ + ・2
ﾀﾁﾔﾅｷﾞ + + +
ｱｷﾉｳﾅｷﾞﾂｶﾐ +
ﾐｿﾞｿﾊﾞ + + ･2
ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ + + + +
ｸｻﾈﾑ +
ﾂﾙﾏﾒ +
ｵｵｶﾜﾁﾞｼｬ + + + +
ｵｵﾌﾞﾀｸｻ + + +
ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ + +
ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ + + + + + ･2
ｲｶﾞｵﾅﾓﾐ +
ﾂﾕｸｻ + +
ﾇｶｷﾋﾞ +
ｵｵｸｻｷﾋﾞ +
ｷﾝｴﾉｺﾛ +
ﾇﾏｶﾞﾔﾂﾘ +
ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ +
ｲﾈ科の一種 + ･2 + +
ﾎﾄｹﾉｻﾞ +
ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ + + +
ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ + + +
ｺﾊｺﾍﾞ + 1 ･2 1 ･2
ﾔｴﾑｸﾞﾗ + +
ｾｲﾖｳｶﾗｼﾅ + +
ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ + + +
ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ + +
ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼ +

－
23

夏

被度・群度

－
1.00
100
－

春

被度・群度

平地
－
0°

4×4㎡

80
－
－
33

－
－
－

0.60

春

－
－
－

早春

被度・群度

春

2013
5
16

75
－
－
23

－
－
－

0.50

早春

－
－
－

15

冬

被度・群度

早春

4
23

0.10
5
－
－

－
－
－
－

夏

2013
7
2330

－
－

冬

－
－

夏

－
－

2013 2013

冬

1

被度・群度

調査日

調査季節

1.00
90

2012

秋

9

地形
方位

28

－

－
－
－

－

秋

調査季節 秋

出現種数

傾斜
面積

調査季節

－
－

21

－
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